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令和２年度 第２回我孫子市文化財保存活用地域計画協議会 会議録 

 

１．開催日時 令和３年３月２５日（木）午前９時３０分から１０時３０分 

 

２．開催場所 我孫子市教育委員会 大会議室 

 

３．出席者 

（委員）古内新一委員、白水智委員（リモート参加）、中村孝行委員、弘實さと子委員、

福田晶子委員、佐藤企画課主幹（小林（修）委員代理）、小池委員（秘書広報課）、工藤商

業観光課補佐（磯岡委員代理）、木下委員（鳥の博物館）、小林（由）委員（文化・スポー

ツ課） 

（オブザーバー）千葉県教育庁 文化財課 吉野健一主任上席文化財主事 

（事務局）文化・スポーツ課 辻主幹、斉藤主査長、海老原主査、今野主任（学芸員）、手

嶋主任文化財主事 

 

４．公開・非公開の別 公開 

 

５．傍聴人 なし 

 

６．議事概要  

 

事務局  本日は、お忙しい中ご出席いただきありがとうございます。令和２年度第２回

我孫子市文化財保存活用地域計画協議会になります。どうぞよろしくお願いいた

します。本日、傍聴人はおりません。 

会議に際しまして、お願いがございます。白水委員にはリモートで会議に参加

していただきます。そのため、皆様ご発言の際にはご自身のお名前を名乗って、

できるだけ大きな声で少しゆっくりお話いただければと思います。また、白水委

員のご発言の際は、事務局からお知らせいただく場合もございますのでご了承く

ださい。 

 

     それでは、古内会長に会議を進めていただきたいと思います。 

 

古内会長  よろしくお願いいたします。議事を進めさせていただきます。まず、事務局

から資料の確認をお願いします。 

 

事務局   資料を確認します。事前に配布しました「会議次第」、「我孫子市文化財保存

活用地域計画」及び「地域計画概要版」、「パブリックコメント いただいたご
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意見と市の考え方の公表」はお持ちでしょうか。また、「千葉県文化財保存活用

大綱」を机上配布しています。ご確認ください。 

 

古内会長   よろしいでしょうか。では、会議次第に沿って議事を進めていきたいと思い 

ます。「我孫子市文化財保存活用地域計画」について、事務局からご説明いた

だきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

事務局    「我孫子市文化財保存活用地域計画」は、令和２年１２月１８日に文化庁長

官より認定を受けました。現在まで全国で２３件認定されていますが、我孫子

市は銚子市と並び千葉県で初の認定です。これも皆様のお力添えがあったから

です。この場を借りて、改めて御礼申し上げます。本当にありがとうございま

した。 

認定までの経緯について、改めてご説明致します。昨年６月２９日、こちら

の協議会でいただいたご意見をもとに計画（案）を調整致しました。その後、

７月７日に文化庁を訪問しヒアリングを受けたところ、様々な指摘を受けまし

た。その時点での変更点については、７月２８日付で委員の皆様に送付させて

いただきました。８月１２日から９月１１日までパブリックコメントを行いま

したが、８月３１日に再度文化庁と協議を行い、パブリックコメントでいただ

いたご意見と併せて調整致しました。パブリックコメントでは、別紙資料のと

おり、市民の方より２３件の意見を頂戴しました。この結果は、地域計画に関

心を寄せていただいているこそのものであると事務局では捉えております。 

その後も文化庁とはかなり詳細に協議・調整を行いました。１１月には文化

庁の外部有識者５名より指摘事項を頂戴し、その指摘事項を計画案に反映させ、

提出し、１２月の認定となりました。このようなやりとりの中で、皆様にご意

見をいただき、案としてご提示したものから変更した部分が生じてしまい、申

し訳ございません。 

最も大きな変更点は、保存・活用の基本目標の変更です。６９ページをご覧

ください。当初、「ものがたりを 見出し 紡ぎ 織り上げる」としていまし

たが、文化庁との調整のなかで、何のために「ものがたり」を作成するのか、

「ものがたり」を作ることが終着点でいいのかという指摘に直面し、最終的に

は「ものがたり」の中で我孫子にとって大切な文化財、我孫子遺産を磨き上げ

ることが重要なのではないかという結論に至りました。我孫子遺産についても

改めて説明させていただきます。文化財とは、厳密には文化財保護法に基づき、

長い歴史の中で今まで守り伝えられてきた国民的財産を指定、選定、登録され

たものを指します。今回の計画では、文化財保護法でいう文化財に加え、指定
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されていないものでも我孫子の歴史を語る上で市民が大切だと思うもの、価値

があるものを「我孫子遺産」と呼び、保存・活用方法を考えていくこととしま

した。しかし、我孫子遺産単体では魅力が伝わりにくいものもあるため、我孫

子遺産同士をつなげるために、ものがたりを作りました。また、ものがたりを

作成することで、そのものがたりに欠かせない我孫子遺産を見出し、整備や修

復を行うことで、ものがたりを通した我孫子遺産の活用につながっていくので

はないかと考えました。 

ページが前後して申し訳ありません。５４ページをご覧ください。我孫子遺

産の特徴と属性を５つあげ、５５ページ、５６ページの表に時代ごとにまとめ

ています。しかし、我孫子遺産はここであげた属性のみで成立しているもので

はなく、視点を変えれば年代を超えて全く異なる結びつきが見えてきます。今

回の計画では、「ものがたり」という枠組みで我孫子遺産を捉え直すことによ

り、複数の我孫子遺産との関わりを整理し、保存・活用していくことを考えま

した。 

具体的には７５ページ以降をご覧ください。「水」「まち」「みち」「伝承」の

４つのものがたりをさらに細分化し、そのものがたりごとに説明と関連する我

孫子遺産を明示しました。 

９９ページ以降の具体的な計画の実行内容と年次計画についても、大きく３つ

に分けました。１つめは、調査や研究、指定への取り組みや防災・防犯体制の

整備などの我孫子遺産を保存・活用する仕組みづくりに関することです。２つ

めは、ものがたりを通じて我孫子遺産を活用する取り組み、これはそれぞれの

ものがたりに応じた鳥の博物館や旧井上家住宅などの文化財施設の整備などに

ついて主に記しています。３つめは、この我孫子遺産とものがたりを情報発信

する取り組みについての年次計画です。その他、様々な点を調整し作成しまし

た。 

また、概要版をご覧ください。こちらは計画の重要な部分を抜粋したもので

す。 

       計画も概要版も、市民の方にも読みやすいよう、図や写真を多用し、わかり

やすい言葉づかいや手に取っていただきやすい紙面となるよう心がけました。 

 

古内会長   それでは、事務局からの説明について、質疑やご意見・感想はありますか。 

 

弘實委員   計画を読ませていただきました。非常にまとまっていて、前回の会議では多 

少わかりにくい部分がありましたが、改善されていてよかったと思います。た 

だ、文章中の図の番号がずれている箇所がありました。９５ページ、１１３ペ
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ージなどです。 

 

中村委員   計画案の時点では、ものがたりと文化財のつながりについてわかりづらか 

ったのですが、我孫子遺産という考え方を用いて、我孫子遺産をつなげていく

ことでものがたりをつくる、という筋書きになり、納得がいきました。外国な

どでもそうですが、昔の文化遺産というものを現代に活かしています。昔は昔、

今は今ということではなく、引き継いでいる。これは我孫子でも同じことだと

思います。祭りや遺跡、そういったものは残していく。残していくだけではな

くて、若い人が見て、こういうことで今の生活があるんだな、というようなこ

とにつながればいいのかなと思います。 

 

千葉県     この計画が冊子になってから改めて読みました。以前に感じていた各章の 

断絶が、全く違和感がなくつながっていて驚いています。以前の計画案では、

ものがたりと文化財、我孫子遺産とのつながりがわかりにくかったのですが、

出来上がったものに関しては、自然にまとまっていると思います。それから文

章が非常に平易で、何がしたいか、どういったことを言いたいかがすっと入っ

てきます。飾り立てをしない文章で、我孫子市の皆様の人柄が感じられる文章

です。 

９９ページ以降は年次計画を示していますが、表の中に具体的に何をするか 

ということが書かれています。予算がなければできないこともありますが、自

分たちの積み上げでできることもあります。これを進めていくことで、思い描

いた形になるのではないか、と感じられる計画書になっていると思います。何

がしたいのか、というのがはっきりと軸にあると、それを核にして作っていく

ので伝わりやすい、と感じました。我孫子市がこういうことをしたい、という

意思が伝わってくる点でよくまとまっていると思います。 

 

白水委員    内容に関しては、非常によくまとまっていると思います。特に年次計画か 

ら、今後どういった体制で進めていくか、というところまできちんとできて 

いるので、優れたものになっていると思います。それからものがたりと我孫子 

遺産のつながりもわかりやすくなりましたし、私も別の場所で関わっている文 

化財の保全、何かあった場合の概要についても書き加えられているので、その 

点でも非常に実効的な計画になっていると思いました。 

 

福田委員    私はこの協議会に関わってからずっと、この計画が市民の方々に浸透して、 

子どもたちが小さいころから自分の住んでいる地域に愛着を持って育っていっ 

てほしい、我孫子のたからを守っていくという気持ちを育てて欲しいなと思っ 

ていたので、この概要版の「地域のたから、我孫子遺産」という言葉が子ども
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たちに響くのではないかな、と思ってとても嬉しく思っています。世界遺産検

定などもありますが、市内の学校で我孫子遺産検定を行うこともできると思い

ます。子どもたちにとってわかりやすいキャッチフレーズにもなっていますし、

今回の計画を見て、ものがたりを通じて我孫子遺産を活用する、という考え方

も若い世代にはわかりやすく響くのではないかと思います。 

 

小池委員    大切なのは計画を作成したことではなく、いかにこの計画を市民と共有し

ていくかということだと思います。今後、文化財を保存・活用していくため

には、子どもや若い世代にいかにしてつなげていくかが課題となります。そ

の点では広報あびこの一面で特集をするなど、秘書広報課としてサポートで

きるかと思います。 

 

商業観光課   「我孫子遺産」という言葉は新しい言葉で、今回このような定義をした 

ことは大きいと思います。我孫子遺産という言葉を市民の皆さんに知ってい

ただいて、これはふるさとの大事なものなんだ、ということを伝えていくこ

とができたらいいなと思いました。商業観光課としては、文化財を活用する

という点においては、事務局である文化・スポーツ課と同じ方向を向いて取

り組んでいく立場です。保存も成り立つような活用の方法というのは非常に

難しいところではありますが、一緒に取り組んでいけたらと考えています。

特に、実施計画の中で年次を区切って実際に取り組むことを記載しているこ

とは、非常に大事で、財政的なことはもちろんですが、この年にこれをやる、

と決めたことを庁内で連携し着実に取り組んでいければと思っています。 

 

古内会長    この会議の中でも取り上げられたことですが、我孫子市というのは都内

から近い距離にあり、あえて宿泊を要しなくても十分楽しむことができる

立地にあります。これまでの会議でも、手賀沼という素晴らしい自然を活

かしながら我孫子遺産を大事に市民に提供していこうという話になりまし

た。 

 

事務局     地域計画１０９ページに「ちょこっトリップ」としてマイクロツーリズ

ムの推進を掲げています。文化財については、我孫子市としてターゲット

はまず市民、近隣を中心に考え、ゆくゆく遠方へ広がっていくにしても、

最初は近隣から考えていこうと。現在、新型コロナウイルス感染症の影響

もあり、近場の価値を見直そうという話にもなっていますので、そういっ

た視点で情報発信を行っていきたいと考えています。   

 

千葉県      「千葉県文化財保存活用大綱」をご覧ください。この大綱は、令和２年１
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０月に策定しました。県の大綱を勘案しながら地域計画を作成することが、

文化財保護法で定められています。実は我孫子市の地域計画と県の大綱の

策定は同時進行で作成していまして、大綱の方が先にできてしまいました。

そのため、我孫子市の地域計画との調整が土壇場で少し必要になりました。

具体的には、我孫子市では文化財保護法の文化財にとらわれないものとし

て我孫子遺産を用いていますが、大綱の中では当初それをうたっておりま

せんでした。そのため、その部分について整合を取る必要が生じました。

千葉県の大綱の中心になる部分としては、配布した冊子の中の文化財保

存・活用の方針として具体的に 7 点お示ししており、これを踏まえたうえ

で、我孫子市としての課題などを設定していただいています。    

我孫子市は、千葉県の中で地域計画の最初の認定となりましたので、今

後モデルケースとなっていくと思いますが、先程から話に出ているように、

市民の方への周知・共有が今後の課題だろうと思います。行政がやりたい

ことについては本計画にはっきりと書かれているので、これを基に地域の

参画・連携へと広がっていくといいなと思っています。 

 

中村委員   先程マイクロツーリズムのお話がありましたが、文化財を見てまわりた

いと考えた時、ボランティアでガイドを行う団体などが近隣の市町村にも

あります。そこで我孫子から来たというと、「我孫子はガイド団体が充実し

ていますね」とよく言われます。民間団体との関係について、現在、また

今後の連携予定などはあるのでしょうか。 

 

事務局   市内にいくつかのガイド団体があることは把握しています。事務局であ

る文化・スポーツ課でも、市指定文化財の旧村川別荘で市民ボランティア

ガイドの運営を行っています。その他、イベントなどで連携を取っている

市民団体もありますので、上手く連携を取りつつ、他の文化財施設でも現

在の旧村川別荘のボランティアガイドを発展させる形で体制を整えていき

たい、と考えています。 

 

中村委員    今は新型コロナウイルス感染症の関係で外国人観光客などは少ないです

が、以前はアリゾナ大学の学生などが来て、私の所属する我孫子市国際交流

協会で市内を案内したことがあります。そういったお手伝いがあれば、当協

会でも協力していきたいと思っています。 

 

古内会長    例えば小中学生に我孫子の歴史を学習させるという時、各学校の先生方に

我孫子出身の方はあまり多くありません。そのため我孫子についてよく知っ

ているとは限らず、先生方が市内のことをどこに聞けばいいのか、現場でわ
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かっていないケースが意外と多いです。以前の会議でもお話しましたが、各

学校と文化・スポーツ課が提携し、小中学校の先生を対象に歴史学習を行う

とか、そういったことがあると先生が子どもたちに説明することができるの

かな、と思います。 

 

事務局       学校についてですが、新型コロナウイルス感染症の関係で修学旅行ができ

ない、また遠方への校外学習が行いづらいということがあります。その代替

として、例えば布佐中学校などでは、今まで布佐地区についてしか学んでい

ませんでしたが、ぜひ我孫子地区を案内して欲しい、という要望があり、学

芸員がガイドをして市内を散策する、ということを複数回行いました。また、

第一小学校は学区内に史跡がありますので、子どもたちが各施設を訪れるこ

とが定番化しています。こういう時代だからこそできることを、担当として

粘り強く行っていくことが必要だと考えています。 

 

白水委員    今私は中央学院大学で、大学の認証評価に関わる委員会の委員長をして

います。これは７年に１度、大学として適合しているかどうかという判定を

第三者機関からなされる制度であり、その認証評価が来年度の４月からの１

年間で行われます。そのため３月に大学に関する自己点検評価を行い、書類

を提出することになっています。かなり大掛かりな作業なのですが、その作

業を行うことで、改めて大学の位置付けを考える機会が得られました。中央

学院大学は小規模な大学ですが、この規模で良かったんだ、ということが委

員の間で再認識されました。同時に我孫子という文化度の高い地域にあると

いうことが非常に重要で、我孫子という立地、小規模であるということが中

央学院大学の良さではないかということを改めて思いました。今、大学でも

中長期の計画を策定していますが、その中で地域との連携が大きな課題とし

て挙げられています。その意味で言うと、地域計画でも大学との教育・文化

面での連携をもう少し強調しても良かったかなと考えるようになりました。

地域計画の１１３ページに推進体制と進捗管理についての記載があります。

ここに地域の連携はありますが、市内の教育機関との関係が載せられていな

かったので、入れていただいた方が良かったかもしれません。中央学院大学

としても、地域と連携し、地域に貢献できる大学になるということが大きな

目標として掲げられています。地域に育てられて、地域に恩返しできる大学、

というのが大学の理想像としてありますが、それを実効性のあるものとする

ためにも、市や地域と密接に連携すべきだと思っていますので、このあたり

を入れていただければよかったのかな、と今更ながら思っています。 

 

事務局      この計画期間は７年としており、３年目か４年目の時点で一度見直しを行
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う予定です。その際に文言・内容の追加などができればと考えています。 

 

古内会長    先日、志賀直哉邸跡で行われた防災訓練に私も参加しました。大切な文

化財を火災や災害などから守る、ということが地域計画の中でもうたわれて

いますが、我孫子市にはたくさんの文化財があります。例えば新木にある葺

不合神社にはスプリンクラーなどがあり、火災予防がされているな、と思い

ましたが、今後は他の文化財でもそういった対策が必要になってくると思い

ます。 

         

千葉県     文化庁でもノートルダム寺院や首里城の火災などで、文化財への防災・

防火について強く取り組んでいくことを決め、文化財防災センターというも

のができました。当初、地域計画を作る際の国の指針では防災についてそれ

ほど強く求めていませんでしたが、途中から文化庁でも強く求めるようにな

り、地域計画の中にも盛り込むこととされています。国の防災ガイドライン

では国の重要文化財についてしか示していませんが、私どもはそれに準ずる

形で対策を行う必要があります。しかし、国の重要文化財については非常に

手厚く、それと同等のものを沢山ある市の文化財等に適用するのは難しいと

ころです。まずは消火器の設置や火災報知器の設置など初歩的な、できると

ころからすこしずつ取り組んでいくことが大事だと思っています。 

 

事務局      地域計画の１１５ページをお開きください。推進体制の中に、消防予防

課や我孫子警察署を入れています。現在は、市の文化財がどこにあるかな

どのリストを警察署に提出しています。文化財の盗難や不審事案などがあ

り、警察の方でも意識して取り組んでいただいています。ただ、それだけ

では十分ではありませんので、地域の住民の目、気づきということが常日

頃の管理の中では重要なことだと考えており、計画書の１１３・１１４ペ

ージにその旨を載せています。行政の連絡体制だけでなく、地域住民と一

緒に文化財を守っていく、ということを打ち出しています。 

         

白水委員  地域住民の目、という文章ですが、非常に重要だと思います。今懸念さ

れているのが、古文書等のネットオークションへの流出です。個人の方が

自分の家にある古文書等をネットオークションに出す、ということが結構

あります。実際に、ある市が調査・整理したものが、市の整理封筒に入っ

たまま流出する、ということもありました。そういう意味で言うと、文化

財の追跡調査は必要だと思います。未指定だから重要でない、ということ

は全くないので、未指定のものも含めて、教育委員会として把握している

ようなものがあれば、それについてその後どうなっているか、ということ
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を定期的にチェックする必要があると思います。 

 

事務局  定期的な確認は重要なことだと考えています。現在は、古文書関係で一

度調査をしたものに関しては、閲覧希望があった際に必ず連絡し、資料の

方がどうなっているか確認するなど、意識付けは行っています。しかし資

料の閲覧頻度は様々なので、全ての資料を定期的に、ということは行えて

いません。また、２年ほど前に郵送で現状調査を行いましたが、回答率が

悪く、意識が低下していると感じましたので、定期的に確認していく必要

があると思います。計画書にもあるように、文化財管理カルテを作成し、

ひとつの資料ごとに履歴を残して次の世代に伝えていける取り組みを行っ

ていきたいと考えています。 

 

白水委員    閲覧希望があった場合に確認する、というのは非常にいい取り組みだと

思いますが、必ずしも閲覧希望が多いわけではないと思うので、３年ごと

とか５年ごととか、定期的に行う仕組みづくりが必要だと思います。 

 

事務局       一番怖いのは知らないうちになくなってしまうことです。来年度、市内 

小学校の空き教室に資料保存用の資料棚を配置することにしており、今ま

ではできるだけ原本は各家で保管してください、とお話していましたが、

状況的に難しい、という場合に市で保管していく、ということも考えてい

ます。 

 

小林（由）委員   この小さなまちに多くの文化財があることが我孫子市の特徴だと思い

ます。地域計画をもとにしっかりと我孫子遺産を磨き上げることで、我

孫子市の活性化にもつながると思います。 

 

古内会長     地域計画は専門用語をあまり多用せず、非常にわかりやすくなってい

るので、市民の方にも読んでいただきやすいかなと思います。 

 

木下委員     当初、文化財保存活用地域計画という名称を見て、鳥の博物館はそぐ

わないかなと思いましたが、我孫子市を作り上げてきた過程というもの

が、ものがたり、というキーワードで示されているのかなと思いました。

鳥は我孫子市とは切ってもきれないものですので、自然科学系の博物館

ではありますが、歴史とも密接に関係していると思います。この計画を

通して鳥の博物館が我孫子にある意義、というものがより皆さんにアピ

ールできるといい思います。利根大橋や谷津ミュージアムなど、今まで

文化財とはつながりがないと考えられてきたものも我孫子遺産として位
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置付けられています。単体ではよくわかりませんが、こういうものが組

み合わさって我孫子が作り上げられているんだ、ということを、市民を

始め我孫子を訪れる皆様に知っていただければと思っています。 

 

弘實委員      委員になったばかりの頃は我孫子市には展示施設がない、と感じまし

て展示施設を、という風に申し上げましたが、その後、国内の博物館や

資料館など様々な施設を巡りまして、立派な施設があってもお客さんが

来なければ意味がない、と思いました。 

         一番いいいな、と思ったのは子どもたちが来て学習する、そういう場

になっている施設です。もし今後市内に展示施設を作るのであれば、未

来を担う子どもたちにとって有用な施設にしてもらいたいと思います。 

 

会長       ほかによろしいでしょうか。それでは事務局から連絡事項について、

お願いします。 

 

事務局          今後、この協議会では計画の進捗状況などをご報告させていただきたい

と考えています。来年度は、市内の回遊性を高めるために誘導板を設置す

るほか、現在誘導板の表記がほとんどローマ字表記となっていますので、

これを段階的に英語表記にしていく予定です。英訳の際には、我孫子市国

際交流協会さんのお力を是非お借りしたいと思いますので、その際はどう

ぞよろしくお願い致します。また、災害時の連携については白水委員にア

ドバイスをいただきつつ行っていきたいと考えています。さらに、学校で

の調べ学習への働きかけについてや、現在旧村川別荘で行っている市民ガ

イドボランティアを旧井上家住宅などでも拡充できるような仕組みづくり

などを進めていければと思っております。会議については、秋前ごろに開

催しその時点までの進捗状況と次年度へのご意見をいただき、３月の会議

で１年の総括についてお話させていただきたいと考えています。引き続き

お願い致します。 

 

古内会長     これをもちまして、第２回我孫子市文化財保存活用地域計画協議会を

終了します。 

 

                                以上 


